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＜フィリピン・リサーチレポート＞ 
 

 

2021年 8月 13日 

フィリピン 4-6月GDP、プラスに転じ前年同期比+11.8％ 

 フィリピン統計庁（ＰＳＡ）によると、同国の 2021 年第２四半期（４～６月期）の実質国内総生産（ＧＤＰ、

速報値）は、過去最悪の下落幅を記録した前年同期の反動もあり、前年同期比+11.8％で、12.0％の成

長を記録した 1988年の第４四半期以来の高い伸び率となった。新型コロナウイルスの影響で 20 年第１

四半期（１～３月期）以降マイナス成長が続いてきたが、６四半期ぶりにプラス成長となった。  

 ３月末から５月にかけて外出・移動制限が厳格化されたが、活動できる業種を増やしつつ公共交通機

関の運行も続けるなど、経済活動に配慮したものであったこと、ワクチン接種が広がったことや、４月施

行の企業復興税優遇法（ＣＲＥＡＴＥ）により、法人税率が下がったこと等が主な要因。ＧＤＰの約７割を占

める個人消費は+7.2％、製造は+22.3％、建設は+25.7％、総資本形成は+75.5％。輸出も+27.0％。 

 政府は 21 年の通年ＧＤＰ成長率が前年比+6.0～+7.0％になるとの見通しを示している。 

 
出所：PSA 

http://www.capital-am.co.jp                                                                     以上                                                                                                    
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